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１ はじめに 

 現高校２年生からセンター試験に代わり大学

入学共通テストが実施される予定である。昨年度

からその対策について考えているが、情報が少な

いこともあり、上手く進んでいないのが現状であ

る。しかし、共通テストは刻々と迫っているので、

このままではいけないと思い、今年度からセンタ

ー試験の分析に代わり共通テストに向けた問題

の分析を行うことにした。 

 過去に試行調査が２回行われたが、平均点は約

40 点とかなり厳しい結果が出ている。このことか

ら、従来の指導法では点数を取ることが難しいと

考えられる。そこで、指導方法を見直す必要があ

ると考え、８月に行われた名城大学の竹内英人氏

の講演会に参加した。それらの事も踏まえて、思

考力・表現力・判断力の育成と共通テストに向け

て作成した問題例を紹介したい。 

 

２ 思考力・表現力・判断力の育成 

 思考力・表現力・判断力という言葉はよく言わ

れているが、授業の中で実際にどのように育成し

ていくのかを考える必要がある。 

① 思考力 

  キーワードは「How 型から Why 型へ」である。

従来であれば、公式の使い方や解を求めることに

重点を置いていた。「公式→解法」という流れで

授業をしていれば良かったかもしれないが、これ

からは「この解答が本当にベストか」といった思

考に深まりを持たせることが重要になってくる。

例を挙げると、２辺の長さとその間の角の大きさ

が与えられている時、すぐに「余弦定理を使って

解く」などが良しとされていた。これからは、「な

ぜ余弦定理を使うのか？正弦定理を用いた方が

良いのではないか？」などといった疑問を生徒に

投げかけることで、生徒の考えに深まりを持たせ

ることが重要になってくると思われる。 

 ② 表現力 

  自分で考えたことを表現する、言語化する力が

必要になる。そこで、正解・不正解よりも、自分

の意見を他者に対して正しく言えるかという点

を重視することが大切になってくる。それにはペ

アワークやグループ学習を取り入れて表現力を

身に付ける方法が考えられる。しかし、得意な生

徒が不得意な生徒に対して解き方を教えるだけ

に終始すると意味をなさないので、取り入れる場

合は気を付けなくてはいけない。共通テストの対

策問題で対話問題（俗に言う太郎さん・花子さん

問題）がよく出題されるため、グループ学習をし

ている生徒の方が違和感がなくなることも考え

られるので、適切な場面で取り入れれば良いと思

う。 

③ 判断力 

  試行調査の問題を見ても長文問題が出ること

は間違いないと思われるので、長文読解力が必要

となる。また、共通テストでは余分な情報も含ま

れるため、情報選択能力（情報取捨選択能力）も

必要である。講演会で指導法として、ペアワーク

活動において、場合の数の問題で「問題文を読ま

せ、何も見ないで正確にペアの生徒に伝える。」

という一例を紹介していただいた。 

 

３ 問題例 

 講演会の内容や自分で研究したことを基にし

て作成した問題をいくつか紹介する。 

① 間違いを見つける問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 模試などでもよく出題されているパターンの

問題でしょう。生徒がつまずきやすい点が狙われ

ると思う。例えば ax>2a を場合分けせず、 x>2 

と変形してしまうことを考察する問題なども考

えられる。 

 

② 複数の解答法を検討する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「生徒がどのような考えをするか」という点に

焦点を当ててみた問題です。上記の問題において

は、通常は三角形の面積の和で求めるという解法

で問題を解くが、この方法は「解法を知っている

から」できる方法であり、それを知らない状態だ

と「２辺の長さとその間の角の大きさから長さを

求める」のは余弦定理が浮かぶのが一般的だと思

う。 

 

③ コンピュータを用いた問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講演会において、「PC を使う問題は出題されや

すい」と言われたので、作成してみた。 

 授業時間に余裕はないが、生徒に「Grapes」や

「Function View」、「GeoGebra」などのグラフ

作成ソフトを使う機会を与え、実際にグラフがど

のように動くか体験させ、理解を深める授業が必

要であると感じている。 

 

４ 終わりに 

 正直、私自身まだまだ勉強不足のため、継続し

て研究を行っていかなくてはいけないと痛感し

ている。これから共通テストが近づくにつれて、

もっと情報が提供されると思うが、その情報を基

に研究し、生徒に還元していけるように、私自身

も勉強していかなくてはいけないと思う。 
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